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一
に
つ
い
て 

1 

昭
和
六
十
二
年
度
の
国
立
大
学
入
学
者
選
抜
に
係
る
検
定
料
は
、
昼
間
の
学
部
に
つ
い
て
は
、
二
万
一
千

円
で
あ
る
。 

な
お
、
こ
の
検
定
料
は
、
共
通
第
一
次
学
力
試
験
の
出
願
に
当
た
り
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
一
万

円
、
各
大
学
へ
の
出
願
に
当
た
り
当
該
大
学
に
お
い
て
一
万
一
千
円
を
徴
収
す
る
。 

2 

今
回
の
共
通
第
一
次
学
力
試
験
に
係
る
検
定
料
徴
収
額
は
三
十
九
億
四
千
万
円
、
各
国
立
大
学
に
お
け
る

検
定
料
徴
収
額
は
六
十
億
七
千
万
円
計
百
億
一
千
万
円
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。 

な
お
、
各
国
公
立
大
学
に
出
願
し
第
一
段
階
選
抜
に
不
合
格
と
な
つ
た
者
の
延
べ
人
数
は
、
国
立
大
学
六

万
九
千
四
百
四
十
二
人
、
公
立
大
学
三
万
百
七
十
九
人
計
九
万
九
千
六
百
二
十
一
人
で
あ
る
。 



三
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

今
回
の
共
通
第
一
次
学
力
試
験
実
施
経
費
に
つ
い
て
は
、
試
験
問
題
・
解
答
用
紙
印
刷
製
本
関
係
経
費
約
十

九
億
円
、
試
験
会
場
経
費
約
四
千
万
円
、
電
子
計
算
機
経
費
等
の
運
営
経
費
約
二
十
億
五
千
万
円
及
び
人
件
費

約
十
二
億
三
千
万
円
計
約
五
十
二
億
二
千
万
円
の
見
込
み
で
あ
る
。 

今
回
の
各
国
立
大
学
で
行
う
第
二
次
学
力
試
験
等
に
関
す
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
入
学
案
内
・
募
集
要
項
・

入
学
願
書
・
試
験
問
題
等
の
印
刷
製
本
費
約
六
億
五
千
万
円
、
問
題
作
成
・
調
査
書
審
査
・
採
点
等
選
抜
に
係

る
各
種
業
務
の
人
件
費
約
六
十
六
億
四
千
万
円
、
通
信
費
等
約
三
億
六
千
万
円
計
約
七
十
六
億
五
千
万
円
の
見

込
み
で
あ
る
。 

な
お
、
第
一
段
階
選
抜
の
合
否
等
個
々
の
事
情
に
よ
る
出
願
者
ご
と
の
経
費
を
区
分
す

る

の

は

困
難
で

あ

る

。 

四 

 



四
に
つ
い
て 

五
に
つ
い
て 

こ
の
検
定
料
の
額
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
文
部
省
令
で
明
ら
か
に
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
ま
た
、
各
国
立
大
学
の
募
集
要
項
に
お
い
て
金
額
、
取
扱
い
を
明
示
し
、
事
前
に
出
願
者
に
告
知
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

国
立
大
学
の
検
定
料
に
つ
い
て
は
、
各
国
立
大
学
の
選
抜
方
法
・
内
容
が
多
種
多
様
で
あ
り
、
二
段
階
選
抜

の
有
無
、
試
験
科
目
の
多
少
、
面
接
・
小
論
文
・
実
技
検
査
の
有
無
等
に
大
き
く
相
違
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
別
々

に
金
額
を
設
定
す
る
こ
と
は
技
術
的
に
も
困
難
が
あ
り
、
従
来
か
ら
均
一
の
額
に
定
め
て
き
た
。 

し
た
が
つ
て
、
定
め
ら
れ
た
手
続
に
よ
り
徴
収
さ
れ
た
検
定
料
に
つ
い
て
、
個
々
の
選
抜
内
容
に
応
じ
て
返

還
す
る
こ
と
と
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

検
定
料
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
実
施
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
十
分
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。 

五 

 



 

六 

な
お
、
昭
和
六
十
三
年
度
以
降
入
学
者
選
抜
に
係
る
検
定
料
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
二
万
一
千
円
を
二
万
三

千
円
に
改
め
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




